
薬剤部・臨床薬剤部の紹介です！

病棟以外の薬剤師の主な活動拠点

薬の効果や副作用の発現は人によって異なります。
薬剤師は薬物治療が安心・安全に行われるよう、薬学的な知識を基に活動を行っていま
す。今回は病棟で活動する薬剤師のほかにも、病棟以外で医薬品の取り揃えや確認を
行っている薬剤師の業務についてご紹介させていただきます。

主に内服薬の取り揃えと
払い出しを行っています

調剤室

主に注射薬の取り揃えと
払い出しを行っています

注射室

注射の抗がん薬の
調製を行っています

ミキシング室

医薬品に関わる情報の
収集・提供を行っています

DI室
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調剤室では、主に飲み薬や貼り薬などの取り揃えや確認、払い出しを行っ
ています。処方箋が発行されると、薬剤師が薬の量や服用方法、飲み合
わせに問題がないか等を確認し、必要に応じて医師に問い合わせを行い
ます。

調剤室の一般業務について

同じ名前の医薬品でも、医薬品によって
薬の形や用量が異なるため、注意が必要です。
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外来患者の常用薬調査

主に初めて受診される方を対象に、他の病院から処方され内服している
薬の確認を行っています。医薬品の中には、手術や検査の際にお休みし
なければならないものがあります。受診後に、安全かつ速やかに手術や
検査が行えるよう調剤室で常用薬の確認を行っています。

血液をサラサラにする薬剤や一部の医薬品
は手術時の出血のリスクを上げる可能性が
あるため、調査を行っています。同時にお薬
のアレルギー情報も確認しています。

手術や処置、検査を安全に受けていただくために
ご協力をお願いします。 3



院外調剤薬局との連携

〇疑義照会
医師が発行した処方箋の問い合わせの
窓口を担当しています。お薬の飲み合わ
せや用法・用量に問題がないかなどの確
認を行っています。

〇トレーシングレポート
抗がん薬の副作用は当院の医療従事
者だけでなく病院外の調剤薬局も確認を
行っています。調剤薬局で確認された副
作用について右のような情報提供書を用
いて当院に情報提供が行われ、副作用
の適切な管理につなげています。
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院外処方箋の表示について

〇検査値表示
2024年12月から検査値表示を行っています。
これにより保険薬局でも検査値に応じた
薬剤のチェックが可能になりました。

〇薬剤名前のマーク
抗がん薬などの重要な薬には※マーク
複数の規格(20mgや25mg）がある薬には★
マークが付いています。
これにより、間違いが無いように注意喚起
を行っています。
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注射室の一般業務について

注射室では、主に注射薬の取り揃えや確認、払い出しを行っています。
処方箋が発行されると、薬剤師が薬の量や服用方法に問題がないか、
他の薬品と同時に投与して良いか等を確認し、必要に応じて医師に問い
合わせを行います。

飲み薬や貼り薬と異なり、投与速度、

投与経路、注射薬同士が混ざり合っても
問題がないかなども確認しています。
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注射薬の準備

注射薬の取り揃えは原則、ピッキングマシーンと呼ばれる処方毎に薬品を
自動で取り揃える機械で準備を行い、それを薬剤師が確認することで安全
に注射薬が準備できるようにしています。

ピッキングマシーン 処方単位での払い出し

取り間違えを防ぐため、
1つ1つ処方単位で取り

揃えを行っています。
最後には薬剤師の目
で再確認して払い出し

ます。

7



抗がん薬の調製業務

がん化学療法のための注射薬は、曝露・飛散を防止する安全キャビネット
内で調製しています。抗がん薬は患者毎に投与量が異なるため、患者毎
に抗がん薬の量を調整して作る必要があります。

患者さんや治療内容によって抗がん薬の
投与量が異なるため、同じお薬でも抜き取
る抗がん薬の量が異なります。
また抗がん薬によっては調製に30分以上
かかるものもあります。

※抗がん薬の曝露を予防するために、ガウンやマスクなどを

装着し、安全キャビネット（衛生的な環境で空気を陰圧にし外
部に抗がん薬が漏れないようにする装置）で調製しています。
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TPNと院内製剤調製業務

中心静脈栄養(TPN)を行う患者さんに
対して、無菌条件下で高カロリー輸液
の調製を行っています。

高カロリー輸液の調製 院内製剤の調製

市場で入手が困難な医薬品や使用期限
が短い医薬品については、原料を購入
し院内で製剤を調製しています。
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医薬品の在庫管理

現在、当院では1,200品目以上の医薬品を採用しており、医薬品の払い出
し状況に応じて、発注を行っています。医薬品には使用できる期限がある
ため、使用期限が切れないよう注意しています。

調剤室の医薬品棚 注射室の医薬品棚 医薬品の使用期限
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麻薬管理業務

患者さんの治療に用いられる医療用麻薬は、不正な使用や盗難等がない
よう、毎日、薬剤師が数などを管理しています。また、麻薬の帳簿作成や
保存、廃棄等も重要な業務です。

医療用麻薬とは？

がんによる痛みの緩和に用いられる医薬品で、
「麻薬及び向精神薬取締法」により、医療用に
使用が許可されている麻薬です。
適正に投与量が管理されているので、薬物依
存は起こりません。

？

注射金庫の写真

注射薬の麻薬金庫 11



DI室の一般業務について

DI室では、医薬品の最新情報の収集と提供を行っています。
薬の効果と副作用を評価し、医師・看護師、その他の医療従事者、そして
患者さんに最新の医薬品情報を提供しています。

医薬品情報の収集 院内へのアナウンス 薬の問い合わせへの対応
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レジメン管理業務

DI室では抗がん薬治療で欠かすことのできない、「レジメン」の管理を行っています。レ
ジメンとは化学療法の副作用対策や、抗がん薬の投与時間、投与間隔などを定めた
計画書のことです。現在、当院では約1000種類のレジメンが登録されており、患者さん
の疾患などに応じて使い分けられています。

レジメンには対象疾患、
抗がん薬の投与量、投与
時間、投与順、休薬期間、
溶解する輸液、投与手技、
吐き気止めなどの副作用
対策薬、運用上のコメント
などが記載されています。
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治験業務

当院では、開発中の薬の効果や安全性を調べるために、数多くの治験が
行われています。

治験（ちけん）とは？

薬の候補を用いて、国の承認を得るための成績を集める
臨床試験を治験といいます。病院で使われている薬や、
患者さんが使用している薬は、治験を経て、国の承認を得

た上で製造・販売されています。 

？

国の承認を得るために、治験は他の医薬品よりも厳重に
温度、ロット番号、製剤数などが管理されています。
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病棟の業務（薬剤指導業務）

病棟で活動している薬剤師（臨床薬剤部）は、入院患者さんの持参薬の確認
や、治療薬の説明を行っています。
抗がん薬治療の際には、スケジュールや副作用、副作用対策の医薬品など
のお話をしています。副作用発現時は医師や看護師と一緒に、その対応に取
り組んでいます。

治療のことでわからないことや、副作用の
症状かな？と思った時は医療スタッフに

お尋ねください。
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医薬品副作用被害
救済制度について

「医薬品副作用被害救済制度」とは病院・
診療所で処方された医薬品、薬局などで
購入した医薬品などを適正に使用したに
もかかわらず、入院治療が必要な程度の
副作用が発生した場合に、健康被害の救
済給付を行う制度です。

抗がん剤は制度の対象外です。
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